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Sixty-eight Buddhist niches created in Yuan dynasty remain in Feilaifeng of Hangzhou. As the 
sculptures of Chinese Buddhism are coexisting with the ones of Tibetan Buddhism, they are of 
great feature in the art of Buddhist stone carving in China. Due to the existing epigraph that 
remains the dates, the sculptures were supposed to be operated from Zhiyuan Nineteen years to 
Zhiyuan Twenty-Nine years (A.D.1282-1292) of Yuan dynasty. 
This paper is mainly aiming at studying on the sculptures of Chinese Buddhism of Yuan dunasty 
in Feilaifeng, and clarifying the relationship between the sculptures of Yuan dynasty in Feilaifeng 
and the Buddhist art of Xi Xia.  
In chapter two, based on field survey of Feilaifeng, a detailed description of 68 niches of Yuan 
dynasty has been given, while compiling a record in pictures. In chapter three, niche 22, 50, 54, 92, 
95 have been identified as Shui-Yue Kuan-Yin (水月観音) from Chinese Buddhism. By analyzing the 
iconographic system of Shui-Yue Kuan-Yin since Tang period till the Five Dynasties, Sung and Xi Xia, 
an iconographic interpretation about these five images of Shui-Yue Kuan-Yin can be related both 
with the art of Sung and Xi Xia. In chapter four and chapter five, niche 30 of Jambhala (宝蔵神) and 
niche 75 of Vaiśravaṇa (多聞天) are discussed. Iconography of these two sculptures can be directly 
traced back to the images of the same deities from the Buddhism of Xi Xia.  
As conclusion, the sculptures of Yuan dynasty in Feilaifeng, created at the end of 13 century, can 
be considered as a great example which have connected with the Buddhism and its art of China, 
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 第 4章は宝蔵神と訳されるジャンバラを扱う。とくに第 30龕のジャンバラ像をとりあげる
が、この作品は飛来峰に残る彫刻の中でもとりわけ優れ、保存状態も良好であることから、こ
の地の仏教彫刻の代表例としてもしばしば紹介されてきた。筆者はこの作品の詳細なディスク
リプションを行った上で、その図像的典拠を明らかにするために関連する文献や作例との比較
を行っている。その結果、漢訳経典中の宝蔵神の記述よりも、インドで成立したサンスクリッ
ト文献『サーダナマーラー』に含まれるジャンバラの成就法と、より多くの点で対応関係が見
出されることを明らかにした。さらに、インドに豊富に残されているジャンバラの作例に、飛
来峰の作例と図像上のつながりが認められることから、飛来峰のジャンバラ像に見られる図像
上の特徴の多くが、インドにまで遡ることも指摘している。ただし、インドのジャンバラがそ
のまま中国に受け継がれたのではなく、チベットに伝播し、さらにそれが西夏を経て飛来峰に
いたったことが、現存する西夏のジャンバラの作例から確認できるとする。 
 第５章で取り上げた多聞天についても、ジャンバラと同じような結論を導いている。すなわ
ち、四天王のひとりである多聞天は、飛来峰ではむしろ財宝神としての特徴が顕著で、その図
像学的な特徴は、唐代の中原で制作された多聞天（毘沙門天）よりも、西夏仏教が伝える多聞
天のそれと酷似している。また、敦煌文献の中の西夏時代の儀軌に、これに類する多聞天の記
述が見出されることから、文献の裏付けも得られる。 
 以上、論文の概略を示したが、筆者は論文全体を通じて、杭州飛来峰の仏教石窟にみられる
尊像彫刻について、その全体像を詳細に示すとともに、重要な尊格に関する図像学的な考察を
行うことで、中国仏教美術における位置づけとその意義を明らかにした。とくに、水月観音に
見られる複数の図像系統の存在や、ジャンバラ、多聞天に見られる西夏の仏教美術からの直接
の影響と、その源流となるチベット美術やインド美術との関係を明らかにすることで、飛来峰
の仏教美術の持つ重層的な成立過程や複合的な性格を明らかにした点は高く評価される。また、
200点以上に及ぶ鮮明な画像データは、石窟の全体像や現状を知る上で、貴重な資料となる。 
 一方、学位論文の審査の過程で、いくつかの問題点も指摘された。たとえば、図像学的考察
と様式上の分析が必ずしも区別されていないこと、西夏から飛来峰への伝達ルートの傍証とな
る歴史的な背景が明確には示されていないこと、さらに、飛来峰以外の地域の作例について、
十分な目配りがなされていないことなどがあげられた。いずれも、今後の筆者の研究の課題と
して、克服されていくべきであろう。 
 以上、若干の問題は含まれるが、本論文全体は研究の主題、内容、形式のいずれにおいても、
博士の学位のレベルに到達していると判断され、学位授与にふさわしいという結論に審査委員
一同が達した。 
 
